













































































































































































































































































































































































































































色名 特徴 素明又は玉堂の説明 分類 考察
































PP.89 胡粉 純白色（白色） 玉の形は駄物 油煙，松煙，和墨，唐墨 c 使用しない
P.31
PP.110114



























P.115 P.13 天然岩絵具 黒群青
（黒紺青）
黒味，砂状 群青の一層濃厚なる色 a 現状と同じ
P.32P.115 P.13 天然岩絵具 薄群青 群青の青味をおびたもの a 現状と同じ
P.32P.115 P.13 天然岩絵具 白群青 薄群青よりうすい色 a 現状と同じ
P.32
PP.115116





P.32P.116 P.14 天然岩絵具 白緑青 白緑のこと，淡緑色 花鳥にも山水にも多く用
いる
a 現状と同じ
P.32P.116 P.14 天然岩絵具 茶緑青 褐色を帯びる緑青 a 現状と同じ
































































































P.33P.121 P.18 天然岩絵具 瑪瑙末 淡き赤色 a 現状と同じ
P.33P.121 P.18 金属 金泥 純金の粉末 よくすって使用する i 現状と同じ










P.122 PP.1819 下塗り法 群青（上）
（紺青）
藍の具（下） a df余り習わない
P.122 P.19 下塗り法 群青 同 a a 余り習わない
P.123 P.19 下塗り法 黒群青 同，濃いもの a a 余り習わない
P.123 P.19 下塗り法 白群青 藍の具 胡粉に藍を混じたる絵具 a df余り習わない







P.123 P.20 下塗り法 白緑青 同 a a 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 茶緑青 同 a a 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 黄緑青 同 a a 余り習わない
P.123 PP.1920 下塗り法 朱 固の具（丹の具） 胡粉に丹を混じたる絵具 i h 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 水晶末 胡粉 a c 余り習わない
P.123 PP.1920 下塗り法 珊瑚末 固の具（朱の具） 胡粉に朱を混じたる絵具 a h 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 瑪瑙末 同 a a 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 金泥 黄土 i b 余り習わない
P.123 P.20 下塗り法 銀泥 淡き藍の具，或いは胡粉 i c
他
余り習わない
P.124 PP.2021 暈しに用うる色 朱の上は洋紅，或いは猩
臙脂
i i 習わない
P.124 PP.2021 暈しに用うる色 胡粉の上は淡き藍 c df習わない
P.124 PP.2021 暈しに用うる色 黄土の上は岱赭 b b 習わない






























































































































































































25） 及川益夫『大正のカルチャービジネス 絵画通信教育と広告イラスト』皓星社 2008年。日本美術学院に
ついての資料分析が詳細に載る。
26）「『狩野芳崖筆「仁王捉鬼」の蛍光X線分析による顔料調査報告』による顔料調査報告」荒井経，高弘実，
二宮修治，新免歳靖，難波道成，佐藤香子，松崎広子，伊東聡，井基充（2007）「東京学芸大学紀要」芸
術スポーツ科学系 Vol.59PP.4357によると，「江戸時代絵画と現代日本画の技法材料は大きくかけ離
れたもの」であったと指摘し，仁王捉鬼に輸入顔料が使われたという伝承と，その輸入顔料が18世紀
後半～19世紀のヨーロッパで盛んに開発された合成無機顔料類であったことを科学的に裏づけている。
27）「自然素材を用いた絵具作りと描画に関する研究」古川由子，前村晃，田中嘉生，田中右紀，栗山裕至，小
木曽誠，石崎誠和（2013）「佐賀大学文化教育学部研究論文集」第17集第2号 PP.8189
28） 絵具は顔料と展色剤をその都度準備して画材として使用する。しかし18世紀から19世紀にかけてチュー
ブ入りの絵具が発明され，絵具はチューブ入り絵具を画材店や文房具店で購入して使用することが当たり
前になっている。
29） 北川民次の著した1970年発行の『子どもの絵と教育』では「児童に使わせる簡単な絵具と画布の作り方」
と題して「ガッシュの作り方」「カンバスの作り方」「油絵具の製法」が付録として掲載されている。チュ
ーブ入りの絵具の開発は18世紀から19世紀にかけて進んだが，日本ではこの時点で，経済的で普及して
いる市販品がまだ世の中に少なかったことが考えられる。
30） ここでは，ペットボトルなどを使用する。土の微細な固体粒子を水中に懸濁させ，放置すると，粗い粒子
が微細な粒子よりも速く沈降する。容器を傾け，沈殿物から上液を分離し，ある程度の分級をする。
31） 改訂した教育基本法第1章教育の目的及び理念（教育の目標）第2条5に「伝統と文化を尊重し，それら
をはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うこと」とあり，そのうち伝統と文化の尊重が，図画工作科や美術科，芸術科の学習指導要領の改訂
に影響を与えた。
（はやかわ よう 初等教育学科）
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